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、、ちごの施肥法(その1) 

特に被覆栽培について

農林省野菜試験場久留米支場

本多藤雄

1. はじめに
最近のいちご栽培は収穫期の前進と，長期多収

穫栽培の方向に進みつつある。品種はダナー，宝

交早生，はるのかの 3主要品種が中心で、あるが，

ダナー，宝交早生は元来露地栽培用品種で， トγ

ネル早熟，そして株冷蔵，あるいは山上げ低温，

電照，さらにジベレリン処理など休眠打破によ

り，入為的にいちごを制御して，収穫の前進をは

かる栽培体系が開発された。

一方はるのかは，イ足成栽培用品種とダナーとの

交配から育成され，促成から露地栽培の収穫期を

通して，ビニールをかけるだけで何ら処理せず

に，長期間連続じて収穫できるように育成された

ものである。このように品種や作型が複雑であ

り，また収量も作型で異なるので，施肥量や施肥

法が異なるのは当然であろう。

2. 根の伸びと株の生育のバランス

いちごは地上部に果実をつけるものであるが，

花芽の分化から開花，開花から成熟と，すべて温

度によって果実は生産されるから，ハヴスで保温

あるいは暖房機で、加温すれば収穫は早くなる。

Lかし，果実の収量は株の発育によって大きく
影響をうけるが，株の発育はさらに根の伸び、に大

きく左右ざれる。

根の伸び、は地上部から見ることができないの

で，作型にしでも施肥にしても，案外無頓着に考

えられでいる。

第1表根の伸びと温度

定植日 定植日の温度 新根の平均伸長 最大伸長量

月日 。C cm cm 

9. 25 22. 0 4.6 7.2 

10. 5 19. 2 7.0 10.2 

10. 15 16. 2 4.8 7.2 

10. 25 14. 4 2.0 3.2 

11. 5 12. 2 0.7 1.8 

11. 15 9. 0 0.2 0.5 

定植聞を水洗し，水で湿あせた紙で根を包み，室内におき，翌朝

断根していない太根について，その{中長を調査した。
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第1表はいちごの根の伸びと温度との関係を示

したものであるが，根の伸びは 200C前後が最も

よく， 150C以下では根の伸長は悪く， 100C以

下ではほとんど根は伸びな¥¥。

このことは，定植期の適期か否かを意味するお

のであって，少なくともこの温度のときに，ほ場

で根を伸ばすことが大切で，その前に定植を終わ

る必要がある。

従って定植期は暖地で 9月下旬，温度が低L、と

ころではさらに早い定植が必要で， 10月中旬以降

に定植する場合は，収量をあげることは不可能で

あり，少なくとも長期どりで 4，_，， 6トン/10a以

上を目標とすることは困難で，短期でせいぜい3

トン以下しか収穫できないであろう。

理想としては適期に定植して，出菅くいつが認

められてからビニール被覆するのが，根の伸長，

株の生育，そして果実の肥大成熟のバランスがと

れた姿となろう。

3. 促成長期どり栽培の施肥の考え方

促成長期どり栽培とは， 11月から 5月まで収穫

する栽培である。その際の肥料の吸収状況を図示

すると第1図の通りである。

窒素と加里の吸収は開花期から吸収が増加し，

収穫盛期からさらに増大する傾向がみられ，収穫

後期まで増加し続けるのに対し， りん酸は収穫ま

でわずかずつではあるが吸収し続ける。



昭和48年10月1日 農 業 と 不1. 戸Hヂ

子 第三種郵便物認可 (3) 
-・ー・ =二 三こし二二二二ニ ーーー一 =ニャ コ工 でこー苧でこ 一 ーーー一 二三・・・--- ー一 一 一ーー

- ~-- ーーー 司~ --_ーーー - 司・F 一一 -

第1図はるのか促成長期どり栽培の収量と いのは，肥料が多すぎて葉緑が濃い場合に多く，

肥料の吸収経過(困試久留米1970) その時はかん水した方がよい。

3.~~ 液肥は窒素と加盟を主体とするが， りん酸が入
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窒素や加里の吸収の多くなる開花始は，定植し

て 1カ月後であるため，肥料の吸収が比較的早く

から行なわれるので，早くから肥効があらわれる

ように肥料'の種類あるいは元肥の施用を考える。

硫安， CDUを用いて行なった試験結果から考

えると，第2図のようにCDU化成，硫安は 6，.....，

つでもi:?:支えない。施肥量は目標収量10a当り 4

，...._， 6トンとして窒素20---25kg，りん酸15"""'18kg， 

加里20、25kgが椋準である。

4. 半促成栽培における施肥の考え方

半促成栽培は，一般に水田裏作に栽培されるた

め，定植期が遅れ，そのためほ場で根が伸長する

のは年内は少なく，ビニール弘覆後に，株の発育

と同時lこ根の仲長も行なわれ，地温の影響を受け

やすく，第3図のように生育初期の肥料の吸収は

少なく，開花して果実の肥大野jから吸収の増加が

みられ，収穫始から窒素， りん酸3 力i]里とも急激

に増大し収穫の終りまで続く。(第3図は次号に〉

すなわち，年内の吸収はわずかであり，春先以

降吸収が多いので，追肥を中心の考え方になる

が，定柚してビニール被覆までに数カ月あり，そ

の聞は露地条件と同じであるので，降雨による肥

料の損失を考慮しなければならないので，雨によ

る肥料の損失の少ない緩効性肥料や有機質肥料を

中心に元肥に施し，マルチやビニール被覆直前に

追肥として施すか，あるいはビニール被覆後，液

肥を中心とした追肥を数回に分けて施す。(この項

続く。〉

12kg/10 a， C D U l詳{本は 18kg/10 a 

ですぐれたが，かん水した場合は硫

安， CDU単体とも 8kg/10 aでよか

第2図促成長期どりいちとの施肥と，かん水の効果(関怨米)

った。
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いちごは肥料に対する抵抗性が弱く，
株400

電気伝導度 (1: 5)で0.7ミリモーで 当

根のやi~びが抑えられ，一時的に生育が 品
量300

抑えられ，障害なく順調に伸びるのは

0.3"""'0.5ミリモーであるので，伝導度

のあがりやすい肥料はさけ，また元肥

に多肥することは好ましくない。

200 

長期栽培であり，肥料の吸収状況から 100 

考えると，元肥には緩効性肥料や有機
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ま
で質肥料を中心として， 10 a当り 8'-""12 

kg程度とし，追肥は常に新架の緑色と

果実の肥大状況をみながら，液肥とし

て追肥する方がよ¥¥0 果実の肥大が悪
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